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                                                                                （コード番号７０１８） 

 

２０２５年３月期 第２四半期（中間期）決算の概要 
 

１．当第２四半期（中間期）の業績について 

当第２四半期（中間期）は下表のとおり、前年同期に比べて、個別、連結とも減収減益の決算となった。 

（百万円未満切捨て） 

区 分 前第２四半期 （Ａ） 当第２四半期 （Ｂ） 比 較 （Ｂ－Ａ） 

 

売 

 

上 

 

高 

 

個 

 

 

別 

船 

舶 

事 

業 

新 造 船 （１１隻）  ２３，１８５ （１０隻） ２０，７４０        （△１隻） △２，４４５ 

改 修 船 （３７隻）   ２，７４１ （３５隻）  １，６０２ （△２隻） △１，１３８ 

そ の 他 １７３ １３８ △３４ 

計 ２６，１００ ２２，４８２ △３，６１８ 

陸上・サービス事業 ３１ ３７ ６ 

計 ２６，１３２ ２２，５１９ △３，６１２ 

連結 

子会社 

船舶事業 ３４ ２７ △７ 

陸上・サービス事業 １７５ ２４０ ６４ 

計 ２１０ ２６７ ５７ 

連 

結 

船舶事業 ２６，１３５ ２２，５０９ △３，６２６ 

陸上・サービス事業 ２０７ ２７８ ７０ 

合計 ２６，３４２ ２２，７８７  △３，５５４ 

  （注）個別・連結売上高の主な減収要因は、新造船の売上対象隻数が前年同期に比べ１隻減少（１１隻→１０隻）したこと、売上対象船

の船種の違い、各船ごとの決算日における工事進捗度が異なることによる。 

改修船については、前年同期において、改造船工事、大口の修繕工事の完工があったことから反動減となった。 

 

（百万円未満切捨て） 

区 分 前第２四半期 （Ａ） 当第２四半期 （Ｂ） 比 較（Ｂ－Ａ） 

損 

 

益 

営  業 

利  益 

個 別 ２，６７４ ６２４ △２，０５０ 

連 結 ２，６９１ ６３６ △２，０５５ 

経  常 

利  益 

個 別 ２，６８２ ３６８ △２，３１３ 

連 結 ２，６９８ ３７７ △２，３２０ 

中間 

純利益 

個 別 ２，１８９ ３５３ △１，８３５ 

連 結 ２，１９７ ３５７ △１，８４０ 

（注）個別・連結の減益要因は、新造船においては、資機材価格の値上がりや、人件費の高騰などの影響により、低採算となった船

の売上高が占める割合が多かったため、前年同期に比べ減益となった。また、改修船においては、売上高と同様に前年同期から

の反動減となり減益となった。 

 

２．船舶事業の受注状況等について 

  新造船市場においては、これまでの重油に代わる新燃料を造船所、船主ともに検討を進めているところであるが、その調達方法

など具体的な方針が定まっていないことから、特に中小の船主においては、様子見の状況が続いている。また原油、鋼材価格及び

人件費の値上がりに伴い製造コストは上昇し高船価化している一方で、運賃、用船料の水準が折り合わないことや、造船各社の期

近な船台が埋まっていることから対象納期が３年以上先となるような先物も多くなっており、船主側に発注を控える動きがみられて

いる。 

  このような状況のもと、受注については、新造船５隻、修繕船他で２５７億４百万円を受注し、受注残高は、新造船２６隻他で９９８ 

億１６百万円（前年同期比１６．８％増）となった。 

  



３．2025年３月期の業績予想について 

通期の業績予想については、2024年５月10日に公表した業績予想から変更はない。 

また、2025年３月期の配当については、１株当たり40円の期末配当を実施する予定である。 

なお、当社の業績に変動を与える事象が生じた場合には、速やかに開示する。 

 

                                 （単位：百万円） 

区 分 
通期（予想） 

個  別 連  結 

売 上 高 ４４，５００ ４５，０００ 

営 業 利 益 ９００ ９００ 

経 常 利 益 ７５０ ７５０ 

当期純利益 ７００ ７００ 

（おわり） 


